
実用化技術情報

キャベツ栽培の省力技術の体系化
福島県農業試験場 野菜部

平成11～14年度福島県農業試験場試験成績概要

分類コード 03－23－29000000

部門名 野菜－カンラン－作業技術

担当者 岡崎徹哉・木村 稔・服部 実

Ⅰ新技術の解説

１要旨

 セル苗定植機と効率的施肥法とを組み合わせ、キャベツ栽培における省力技術を体系化した。

(1) セル苗定植機（図１）は手植えと比較し、作業時間が４割削減でき、定植作業の効率化が図られ、労
働強度も軽減される。（表１、２）

(2) 施肥法については、従来追肥に使用していたリン硝安系高度化成肥料から被覆複合肥料を使用す
ることにより、追肥・培土回数を半減し、作業時間を約４割以上削減できた。また収量は、標準施肥
法と比較し同等であった。（表３）

(3) セル苗定植機の利用下限面積は、1.5haと試算された。（図２）

２期待される効果

 キャベツ栽培は大半が手作業で行われている。セル苗定植機の利用と効率的な施肥法の組み合わせ
により、作業の省力化・効率化が図られキャベツ栽培の規模拡大が期待される。
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